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ミャンマー沿岸域を対象としたマングローブ域抽出に関する研究
Extraction of Mangrove distribution area on Ayeyarwady Delta, Myanmar
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本研究では，ミャンマーイーヤワディデルタを対象とし，マングローブ域の抽出を行う．近年，地球温暖化の影響に
よる海面上昇や高潮などによる被害が低土地に深刻な被害を与えると予想されている．マングローブ林は高潮と海面上
昇による被害を低減する機能も備わっている．よって，本研究では，マングローブの特徴と地理的解析を組み合わせた
マングローブ抽出プロセスを提案する．
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